
八代市内の中学校・高等学校等。
※参加料等を徴収して行う有料のものは対象としません。

デート D V
防止教育

中 学 生 ・ 高 校 生 向 け

1 ． 派遣の対象

2 . 主な内容

・デートDVとは
・ジェンダー（男らしさ・女らしさ）のしばりに気づく
・性の多様性（LGBTQ+）
・デートDVに気づいた時、友人に相談された時の対応 など

3 . 手続き

4 . 費用
講師の派遣費用（謝金・交通費）は八代市が負担します。
※資料の必要部数の印刷、会場の手配、その他必要な経費は主催者の負担となります。

無料
（講師謝金・旅費）

◎熊本県もデートDVについて啓発しています

【問い合わせ】 八代市人権政策課 男女共同参画推進室
（TEL：30-1701 FAX：46-1950）

八代市では、子どもたちが正しい知識を身に付け、対等で尊重し合う関係を築くため、専門的な知

識や経験のあるアドバイザーを派遣しています。

差別や暴力のないジェンダー平等な社会を実現するため、人権研修や性教育の学習会を開催の際

に、ぜひ本事業をご活用ください。

①「デートDV防止教育講師派遣申込書※」を人権政策課までご提出ください。
※申込書が手元にない場合、まずは人権政策課までお電話ください。

②人権政策課において、講師の選任および派遣日の調整後、「派遣申請書」の様式を
お送りします。

③派遣日の1ヵ月前までに「派遣申請書」を人権政策課へ提出してください。

④派遣が正式に決定しましたら「派遣決定通知書」をお送りします。

⑤派遣終了後は、「派遣受入結果報告書※」を提出してください。
※報告書提出の際は、当日の状況写真の添付をお願いします。

▲派遣時の様子



《デートＤＶ防止教育について》

1 目的
若者の間に「交際相手からのＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）」いわゆる「デートＤＶ」が広く起きている状況
の中、「デートＤＶ防止教育」を行うことで、子どもたちが今後、ＤＶの被害者とも加害者ともならないよう、また、
互いに認めあい尊重しあえる人間関係を構築できるよう実施します。

2 時間
1回当たり６０分が基本となります。個別のご要望につきましては、別途調整させていただきます。

DVの背景には、ジェンダー（男らしさ、女らしさ）の思い込みや、経済的格差など、
個人の問題として片付けられないようなことも関係しています。
誰もが対等で尊重し合う関係を築き、様々な分野で活躍するためにも、DVは決し
てあってはならないことであり、まずはそのことを知り、気づくことが大切です。

《参加した生徒の皆さんの声》

【感想】

・DVは身体的な暴力だけではなく、精神的・経済的なものも含まれることを初めて知った。
・「女らしさ」「男らしさ」に縛られることなく、「自分らしさ」を大切にしようと思った。
・DVを防ぐためにも、自分だけでなく相手をしっかりと尊重して、互いの違いを受け入れていくことが
大切だと分かった。
・自分自身の固定概念に気づけてよかった。
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※令和6年度実施校のアンケートより

令和6年度実績（中学校：2校、高等学校：4校）
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【内容の役立ち度】

よく理解できた
77%

少し理解できた
22%

あまり理解できなかった
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【「デートDV」を体験、見聞きした経験】【「デートDV」という言葉の認知度】

3 内容
デートDVとは？という基礎的な知識の習得から、対等な人間関係を築くための考え方など、座学やロールプレ
イを通してわかりやすく学ぶことができます。


